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市
街
化
区
域
農
家
の
声
を

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
生
か
せ

答
　
住
民
意
向
を
調
査
し
、
求
め
ら

　
　
れ
る
本
市
の
姿
を
検
討
す
る

日
本
共
産
党　

宝　
　
　

覚　
議
員　

市
街
化
区
域
農
家
の
声
を

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
生
か
せ

宝　

昭
和
43
年
の
新
都
市

計
画
法
で
、
国
が
強
引
に
農

業
施
策
や
農
振
法
か
ら
市
街

化
農
地
を
切
り
捨
て
、
同
46

年
の
線
引
き
と
宅
地
並
み
課

税
導
入
で「
農
地
の
宅
地
化
」

を
推
進
。
一
般
農
地
の
50
～

１
０
０
倍
も
の
異
常
な
課
税

が
40
年
も
続
い
て
い
る
。
今
、

農
業
は
ほ
と
ん
ど
赤
字
。
市

街
化
区
域
は
赤
字
の
上
に
宅

地
並
み
の
重
税
。
多
く
が
団

塊
世
帯
の
兼
業
農
家
で
、
現

役
時
代
は
農
業
外
収
益
で
赤

字
補ほ

填て
ん

。
今
は
年
金
暮
ら
し

で
補ほ

填て
ん

で
き
ず
、
営
農
継
続

す
ら
困
難
。
都
市
ス
プ
ロ
ー

ル
化
で
、
開
発
は
専も

っ
ぱ

ら
調
整

区
域
ば
か
り
。
宅
地
並
み
ど

こ
ろ
か
、
市
街
化
農
地
は
買

い
手
も
な
い
。
高
度
成
長
期

に
描
い
た
都
市
計
画
は
、
社

会
構
造
の
激
変
で
、
線
引
き

の
目
的
が
失
わ
れ
た
。
今
日
、

危
機
的
低
水
準
の
食
料
自

給
。
国
も
食
料
安
全
保
障
の

た
め
放
棄
地
・
後
継
者
・
所

得
保
障
対
策
な
ど
、
農
業
再

生
、
自
給
率
向
上
へ
と
シ
フ

ト
。
現
在
、
市
街
化
区
域
農

業
の
振
興
は
、
農
水
省
の
み

な
ら
ず
、
国
交
省
で
も
都
市

計
画
見
直
し
、「
宅
地
の
農

地
化
」「
農
業
政
策
と
の
提

携
」
な
ど
が
提
起
さ
れ
る
時

代
へ
転
換
。
西
条
市
、
荒
尾

市
等
先
進
地
で
は
、
市
民
の

意
見
を
盛
り
込
ん
で
新
た
な

土
地
利
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手

法
を
導
入
し
、
線
引
き
を
廃

止
す
る
と
い
う
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
６
年
前
策

定
。
本
市
も
す
べ
き
で
は
。

統
括
監　

線
引
き
廃
止
に
は
、

都
市
計
画
区
域
再
編
や
他
市

と
の
協
議
・
調
整
な
ど
が
必

要
。
し
か
し
昨
今
、
社
会
情

勢
の
激
変
、
土
地
利
用
の
多

様
化
に
伴
い
、
都
市
計
画
の

責
務
が
増
し
て
い
る
の
も
事

実
。
基
本
計
画
に
住
民
意
向

を
調
査
し
、
求
め
ら
れ
る
本

市
の
姿
を
検
討
し
た
い
。

宝　

７
月
に
市
街
化
区
域

農
地
の
農
家
か
ら
市
へ
、
固

定
資
産
評
価
見
直
し
や
、
一

般
農
地
並
み
課
税
を
求
め
る

異
議
申
し
立
て
が
出
さ
れ
た
。

市
は
法
制
度
ど
お
り
と
し
て

７
件
す
べ
て
を
却
下
す
る
機

械
的
対
応
を
し
た
。「
現
況

農
耕
地
に
宅
地
並
み
は
筋
違

い
。
一
般
農
地
並
み
に
な
る

方
策
を
示
せ
」
と
の
訴
え
と

思
う
が
。

統
括
監　

該
当
農
地
は
宅
地

等
へ
の
転
用
が
比
較
的
容
易

な
た
め
、
潜
在
的
な
宅
地
評

価
が
さ
れ
る
。
ま
た
、
都
市

計
画
で
線
引
き
が
廃
止
等
、

変
更
な
れ
ば
一
般
並
み
と
な

る
。宝　

先
進
地
の
基
本
計
画

に
共
通
す
る
の
は
、
少
子
高

齢
化
に
適
合
し
た
地
域
集
落

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
あ

る
拠
点
連
結
型
コ
ン
パ
ク

ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ
構
想
。
安

全
、
新
鮮
な
食
料
の
安
定
供

給
、
環
境
、
防
災
等
多
機
能

を
有
す
る
市
街
化
農
地
農
業

の
役
割
は
大
き
い
。
市
街
化

農
家
の
声
を
都
計
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
十
分
盛
り
込
む
こ

と
を
改
め
て
求
め
て
お
く
。

を
不
服
と
し
て
最
高
裁
に
上

告
の
申
し
立
て
を
し
た
も
の

に
対
し
て
は
、
上
告
審
と
し

て
受
理
し
な
い
と
の
判
決
を

最
高
裁
が
平
成
18
年
４
月
に

下
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

高
裁
の
判
決
が
す
べ
て
と
な

る
が
、
ま
だ
履
行
で
き
て
い

な
い
。

井
内　

裁
判
で
、
擁よ

う

壁へ
き

を
復

元
す
る
た
め
、
金
額
が
当
事

者
の
負
担
と
し
て
明
示
さ
れ
、

履
行
で
き
な
い
と
き
の
違
約

金
も
あ
わ
せ
て
提
示
さ
れ
て

い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
し

て
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
く

の
か
。

市
長　

今
後
解
決
の
た
め
の

話
を
進
め
て
い
く
が
、
困
難

を
き
わ
め
る
と
思
う
。
ど
う

す
れ
ば
行
政
と
し
て
の
責
任

を
果
た
せ
る
の
か
、
絶
え
ず

心
の
奥
に
秘
め
な
が
ら
、
で

き
る
限
り
私
の
任
期
中
に
、

何
ら
か
の
方
策
を
も
っ
て
決

着
を
つ
け
た
い
と
い
う
思
い

だ
け
は
あ
る
。

場
合
に
は
物
品
等
を
助
成
し

て
い
る
。

安
平　

市
民
は
税
金
を
支
払

う
義
務
が
あ
り
、
そ
し
て
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利

を
持
っ
て
い
る
。
税
の
徴
収

時
に
は
公
平
性
を
唱
え
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
に
は

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
人

と
、
受
け
ら
れ
な
い
人
が
出

て
い
る
。
こ
れ
は
不

公
平
で
は
な
い
か
。

副
市
長　

市
は
市
民

生
活
を
確
保
す
る
た

め
、
必
要
度
の
高
い

施
策
か
ら
予
算
を
つ

け
て
い
る
。
そ
こ
に

は
公
平
・
不
平
等
と

い
う
観
点
の
意
味
合

い
は
な
い
。

開発道路
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有
機
農
業
推
進
の
取
り
組
み
は

答
　
小
松
島
有
機
農
業
サ
ポ
ー
ト

　
　
セ
ン
タ
ー
等
を
活
用
す
る

新
緑
の
会　

佐
野　

善
作　
議
員　

有
機
農
業
推
進
の
取
り
組
み
は

高
齢
者
の
安
否
確
認
の
取
り
組
み
は

答
　
市
と
の
協
定
に
よ
り
、
地
元
新
聞
専
売

　
　
所
が
配
達
時
に
安
否
確
認
し
て
い
る

日
本
共
産
党　

天
羽　
　

篤　
議
員　

高
齢
者
の
安
否
確
認
の
取
り
組
み
は

●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●��●

佐
野　

安
心
・
安
全
な
農
産

物
の
国
内
生
産
を
高
め
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
本
市

の
有
機
農
業
推
進
の
取
り
組

み
は
。

統
括
監　

小
松
島
市
生
物
多

様
性
農
業
推
進
協
議
会
を
設

立
し
、
市
長
を
会
長
と
し
て
、

J
A
並
び
に
地
元
農
業
者
等

が
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た

農
業
を
推
進
し
、
関
連
す
る

地
元
産
業
を
推
進
、
地
域
環

境
保
全
を
図
っ
て
い
く
。

佐
野　

櫛
渕
町
に
有
機
農
業

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
竣
工

し
た
が
、
そ
の
役
割
は
。

統
括
監　

有
機
農
業
技
術
に

関
す
る
学
習
の
機
会
を
提
供

し
て
、
技
術
力
の
向
上
、
有

機
農
産
物
の
産
地
づ
く
り
を

応
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
簡

単
に
有
機
の
苗
が
手
に
入
れ

ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

を
行
う
。

佐
野　

実
際
に
有
機
農
業
者

と
成
功
を
お
さ
め
る
人
を
一

人
で
も
多
く
つ
く
る
べ
き
だ

が
、
生
産
者
育
成
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

統
括
監　

こ
の
N
P
O
法
人

有
機
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
、
有
機
農
業
の
講
座

や
短
期
研
修
を
行
い
、
多
く

の
生
産
者
を
育
成
す
る
。

佐
野　

消
費
の
P
R
サ
ポ
ー

ト
を
市
は
ど
う
す
る
の
か
。

統
括
監　

生
物
多
様
性
農
業

推
進
協
議
会
の
中
で
認
証
制

度
の
検
討
を
し
て
い
る
。
本

市
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
等
を
通

じ
た
県
内
外
で
の
販
売
活
動

の
中
で
P
R
し
て
い
く
。

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル

�

対
策
に
つ
い
て

佐
野　

戸
別
所
得
補
償
モ
デ

ル
事
業
の
状
況
は
。

統
括
監　

申
請
者
数
は
７
月

末
時
点
で
２
８
１
名
で
、
水

田
を
所
有
す
る
農
家
の
14
・

５
％
と
な
っ
て
い
る
。
約

７
４
０
０
万
円
が
市
内
の
農

家
へ
支
給
さ
れ
る
見
込
み
で

あ
る
。

米
粉
需
要
普
及
に
つ
い
て

佐
野　

こ
め
っ
娘
工
房
の
活

動
状
況
は
。

統
括
監　

J
A
東
と
く
し
ま

天
羽　

本
市
所
管
の
戸
籍
に

よ
れ
ば
、
１
２
０
歳
の
所
在

不
明
の
高
齢
者
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
日
頃
か
ら
、

高
齢
者
の
見
守
り
、
安
否
確

認
が
で
き
て
い
れ
ば
、
こ
う

い
う
事
態
に
は
な
ら
な
か
っ

た
の
で
は
。
本
市
の
高
齢
者

に
対
す
る
見
守
り
、
安
否
確

認
の
取
り
組
み
は
。

統
括
監　

高
齢
者
の
見
守
り

に
関
す
る
協
定
を
本
年
１
月

に
、
地
元
新
聞
の
５
つ
の
専

売
所
と
締
結
。
新
聞
配
達
時

に
、
異
常
を
来
た
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
状
況
を
見
か
け

た
場
合
、
警
察
等
に
連
絡
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

競
輪
約
２
億
円
の
赤
字

�

収
支
改
善
の
方
策
は

天
羽　

競
輪
事
業
は
21
年
度

決
算
で
約
２
億
円
と
な
っ
て

い
る
。
今
年
度
末
に
は
約

６
億
円
の
累
積
赤
字
に
な
る

と
見
込
ま
れ
る
。
収
支
改
善

の
方
策
は
。

統
括
監　

経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
依
頼

し
た
結
果
、

赤
字
の
主
な

原
因
と
な
っ

て
い
る
普
通

開
催
日
数
を

大
幅
に
削
減

し
な
い
と
黒

字
に
転
換
す

る
見
込
み
が

な
い
と
の
結
論
を
得
た
。
本

場
開
催
日
数
の
削
減
を
柱
と

す
る
収
支
改
善
計
画
を
策
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

天
羽　

赤
字
が
増
え
れ
ば
、

一
般
会
計
で
穴
埋
め
す
る
と

い
う
お
そ
れ
も
あ
る
。
つ
ま

り
、
市
民
の
負
担
と
な
る
わ

け
だ
。
廃
止
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
は
。

小松島競輪場
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の
こ
め
っ
娘
工
房
で
は
、
毎

週
水
曜
日
と
第
２
日
曜
日
に

予
約
制
に
よ
り
、
米
粉
を

使
っ
た
料
理
教
室
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
J
A
東

と
く
し
ま
で
は
、
調
理
実
例

の
体
験
が
で
き
る
徳
島
こ

め
っ
娘
あ
い
さ
い
号
と
、
米

粉
パ
ン
や
お
菓
子
な
ど
の
移

動
販
売
が
で
き
る
こ
め
っ
娘

美
人
号
の
２
台
の
P
R

カ
ー
を
配
備
し
て
い
る
。

佐
野　

米
粉
パ
ン
の
学
校

給
食
へ
の
普
及
は
。

教
育
次
長　

週
５
日
の
う

ち
、
３
日
が
米
飯
、
２
日

が
パ
ン
給
食
を
実
施
。
こ

の
パ
ン
給
食
の
う
ち
、
１

日
は
米
粉
パ
ン
を
提
供
し

て
い
る
。

市
長　

こ
こ
１
年
は
存
続
に

向
け
て
最
大
限
の
努
力
を
し

て
い
く
。

09
年
度
赤
字
決
算

�

市
バ
ス
経
営
改
善
策
は

天
羽　

市
バ
ス
２
０
０
９
年

度
決
算
は
１
７
０
５
万
円
の

赤
字
。
補
助
金
を
除
く
と

６
９
３
９
万
円
の
赤
字
。
貸

切
事
業
か
ら
の
撤
退
を
市
議

会
か
ら
提
言
し
て
い
る
。
市

バ
ス
の
経
営
改
善
策
へ
の
取

り
組
み
は
。

統
括
監　

運
輸
事
業
経
営
審

議
会
に
お
い
て
、
貸
切
事
業

の
あ
り
方
も
含
め
、
経
営
改

善
策
を
取
り
ま
と
め
る
。

天
羽　

昨
年
９
月
末
で
非
常

勤
職
員
17
名
が
解
雇
さ
れ
た
。
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徳島こめっ娘あいさい号（米粉 PR カー）

　消費生活相談や消費者活動支援を行う「小松島市消費生活セン
ター」が、市教育委員会庁舎内中庭（一階）に開所しました。消
費生活上のトラブルや悩みについてお困りの時は、気軽にご相談
ください。

〒773-0006　小松島市横須町 2-14　　
　　　　　　　　小松島市教育委員会庁舎内
　　　　　　� TEL：0885-38-6880（FAX兼用）

小松島市消費生活センター開所

　平成 12 年 2 月に１号棟、平成 14 年 7 月に 3号棟、平成 22
年 8月に２号棟（管理棟）の改築工事が完成しました。総工費は
概算で 17億 4,000 万円。バリアフリー化され、人にやさしい整
備がなされました。

小松島中学校改築工事完成

小松島市消費生活センター開所式

改築工事が完成した小松島中学校

原
状
回
復
を
求
め
て
、
県
労

働
委
員
会
に
申
し
立
て
が
あ

り
、
現
在
、
審
理
中
で
あ
る
。

原
状
回
復
を
し
た
上
で
、
和

解
協
議
を
し
て
は
ど
う
か
。

統
括
監　

現
在
申
し
立
て
の

事
実
の
有
無
等
に
つ
い
て
審

理
中
で
あ
り
、
一
定
の
判
断

を
下
す
の
は
時
期
尚
早
と
考

え
る
。
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地
方
消
費
税
の
充
実
、
国
の
直
轄
事
業
負
担
金
の
見
直
し
な
ど
、
抜
本

的
な
対
策
を
進
め
る
こ
と
。

３　

２
０
１
０
年
度
予
算
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た
「
地
域
活
性
化
・
雇
用

等
臨
時
特
例
費
」
な
ど
に
相
当
す
る
額
を
恒
久
的
に
地
方
財
政
計
画
・

地
方
交
付
税
措
置
に
取
り
入
れ
、
自
治
体
が
安
心
し
て
雇
用
対
策
に
取

り
組
め
る
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
。

４　

景
気
対
策
を
通
じ
て
拡
大
す
る
公
共
事
業
に
対
し
て
、
地
方
負
担
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

　
　

平
成
22
年
９
月
29
日

�

小
松
島
市
議
会　
　

提
出
先

　
　

内
閣
総
理
大
臣　
　

内
閣
官
房
長
官　
　

総
務
大
臣

　
　

財
務
大
臣　
　

経
済
産
業
大
臣　
　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

�

求
め
る
意
見
書
　

意見書３通　　　　　　　　
　　関係大臣に送付しました
意見書　　　　　　　　　
　　関係大臣に送付しました

　

世
界
同
時
不
況
に
端
を
発
し
た
経
済
不
況
は
深
刻
の
度
を
増
し
て
お
り
、

地
域
の
雇
用
確
保
、
社
会
保
障
の
充
実
な
ど
、
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
地
方
自
治
体
が
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い

る
。

　

特
に
、
地
域
経
済
と
雇
用
対
策
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
介
護
・

福
祉
施
策
の
充
実
、
農
林
水
産
業
の
振
興
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開

発
な
ど
、
雇
用
確
保
と
結
び
つ
け
、
こ
れ
ら
の
政
策
分
野
の
充
実
・
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
０
年
度
予
算
に
お
い
て
地
方
交
付
税
が
前

年
度
比
１
・
１
兆
円
増
加
さ
れ
た
こ
と
は
、
三
位
一
体
改
革
で
深
刻
な
影

響
を
受
け
た
地
方
財
政
に
対
し
、
新
政
権
が
地
方
交
付
税
の
充
実
と
い
う

地
方
の
要
望
に
応
え
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
来
年
度

予
算
に
お
い
て
も
本
年
度
の
予
算
規
模
を
地
方
財
政
計
画
・
地
方
交
付
税

措
置
に
継
続
的
に
取
り
入
れ
る
な
ど
の
大
胆
な
予
算
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
２
０
１
１
年
度
の
地
方
財
政
予
算
全
体
の
安
定
確
保
に
向
け

て
、
政
府
に
次
の
と
お
り
対
策
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　

記

１　

医
療
、
福
祉
分
野
の
人
材
確
保
を
初
め
と
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

対
策
の
充
実
、
農
林
水
産
業
の
再
興
、
環
境
対
策
な
ど
、
今
後
増
大
す

る
財
政
需
要
を
的
確
に
取
り
入
れ
、
２
０
１
１
年
度
地
方
財
政
計
画
・

地
方
交
付
税
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

２　

地
方
財
源
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
国
・
地
方
の
税
収
配
分
５

対
５
を
実
現
す
る
税
源
移
譲
と
格
差
是
正
の
た
め
の
地
方
交
付
税
確
保
、

不採択

陳情第２号
「「
選
択
的
夫
婦
別
姓
を
認
め
る
民
法
の
一
部

改
正
」
に
反
対
を
求
め
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
」
件
に
つ
い
て

採 択

請願第４号
「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
」
件
に
つ
い
て




